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研究成果の概要（和文）：補助期間後半から導入された本基金を利用し、2年半の間に予想以上の成果をあげら
れた。１）新たな国際共同研究の推進。主な成果は、①社会情報が集合知の発生をどのように規定するかを数理
モデルを用いて解明、②チンパンジーのバソプレシン受容体遺伝子型がヒト同様に突発性攻撃や良心と関連する
ことを解明、③マウスの痛み情動伝染モデルを用いた実験で、共感性の起源的機能である情動伝染は母子間の間
で育まれることが示唆された。④幼少期の母子間のインタラクションは、帯状回オキシトシン神経系を発達さ
せ、社会性や社会記憶を促進することが示唆された。２）若手研究者を海外ラボで修行させ、結果1名の当該ラ
ボへの就職に繋がった。

研究成果の概要（英文）：Using this fund introduced from December 2015, we were able to achieve more 
than expected results in two and a half years. 1) Launch and promote new international collaboration
 research. The main results are① Find out how social influence can help a group of individuals 
collectively improve its performance and accuracy in estimation tasks depending on the quality and 
quantity of information provided. ②The vasopressin receptor genotype of chimpanzee is related to 
idiopathic attack and conscience like human. ③ It is suggested that emotional contagion stretching 
across the origins of empathy to be raised among mothers and children by experiments using a mouse 
model of pain contagion. ④Also suggested that interaction between mothers and children during early
 childhood develops the cingulate oxytocin nervous system, which promotes sociality and social 
memory. 2) Training young researchers at overseas laboratories, leading one of them to get the 
position in the laboratory.

研究分野：進化心理学、行動生態学、人間行動進化学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
「共感性」は、自己と他者との協力および協
調、相互理解を成立させる上でかけがえのな
い要件であり、社会の秩序や公平性、助けあ
いなどの基盤を支える心的機能である。本領
域、「共感性の進化・神経基盤」では、共感
性の起源をヒト以外の動物にも見出し、進化
過程におけるヒト特有の共感性の成立機構
を明らかにすることを目的とした。 

「共感性の進化・神経基盤」という従来にな
い視点から領域横断的に研究を推進するこ
とにより、比較認知科学と神経科学が統合さ
れ、社会脳科学研究の推進が期待できる。当
該領域では、まず原初的な共感性を中心に研
究を推進するが、将来的には、「より高次な
社会共感性」の融合研究への展開の道筋も示
す。つまり、ヒト社会を特徴づける互恵・公
平性・集団協調といった高い社会性を、ヒト
以外の動物における原初的共感性との連続
性・非連続性の観点から検討することは、「人
間の共感能力とは何か」という人文・社会科
学の問いを、進化生物学、行動生態学、神経
科学、進化遺伝学を含む自然科学領域の知見
と接合する結果を生み、社会的存在としての
人間を理解する上で極めて重要な意義をも
つ。 

また、共感性の成立における可塑的・特異的
な機序の解明は、共感性をヒト固有的なもの
として捉える従来の考え方の下では困難だ
った共感性の障害の分子メカニズム解明に
もつながる。すなわち、共感性の低下がもた
らす犯罪や反社会的行動の問題解決にも資
するものであり、社会的波及効果も高い。ま
た本領域が提案する共感性の機能を分子、遺
伝子、神経回路で解き、その進化的ルーツを
探るような融合的研究は世界的に類を見な
い。 

２．研究の目的 
本領域が提案する共感性の機能を分子、遺伝
子、神経回路で解き、その進化的ルーツを探
るような融合的研究は世界的に類をみず、本
領域が世界を牽引するものとなっている。一
方、共感性に関しての霊長類研究、ヒト神経
活動解析、遺伝行動解析などいくつかの海外
拠点グループは本邦にはない特性を保有し
ており、これら点在する海外の他グループと
国際ネットワークを構築し、本領域における
現在の我が国の存在感の維持、向上を目指す。
具体的には下記の３つの戦略を持って挑む。 

１） 国際ネットワークの強化 

海外の拠点研究機関を代表する研究者を招
聘し、その研究成果の情報を入手しつつ、本
邦の研究成果、先駆的目標を紹介し、国際的
価値の認識を広める。具体的には 2016 年度
の国際心理学会（ICP2016 日本開催）と日本
神経科学学会において、本領域主催の国際シ
ンポジウムを開催し、著名な海外研究者との
交流を進めることに加え、個別に海外著名研

究者を招聘し、共同研究体制を整えた。エモ
リー大学の de Waal 博士、シカゴ大学の
Peggy Mason博士、ニューヨーク大学のRobert 
Froemke 博士らとの共同研究が決定しており、
この 3名の研究者と本領域の研究班との詳細
の打ち合わせをし、学会などでは公表が困難
な、未発表データや研究手法の共有化、将来
に向けた構想のアイデアの交換を実施した。
これらを通して、国際ネットワークの強化を
図る。 

２） 若手を中心とした研究者派遣 

本領域では、領域横断的な研究の発展を基盤
としている。それぞれの研究領域で育った若
手研究者、特に大学院生やポスドクを、自身
の研究手法や結果を持たせた上で、海外の拠
点へと派遣する。海外拠点では、所属ラボで
は実施不可能な研究を展開させ、先駆的な研
究を発展させつつ、国際感覚と、俯瞰的な研
究視点を育てる。将来的には、その成果のみ
ならず、世界と対等に議論を展開できる研究
者としての育成を目指す。特に、社会心理学
と脳神経科学の融合領域、比較認知と遺伝解
析の領域、中枢操作による社会行動の制御の
領域である。 

３） 海外研究者招聘活動 

国際交流において、両者間の相互交流は重要
である。そのため、海外の研究拠点で活躍す
る研究者を短期、あるいは長期に招聘し、日
本国内での研究に寄与してもらう。具体的に
は、上記海外の拠点ラボの若手研究者、ポス
ドクを中心に、本領域の班に滞在、研究への
参加に加え、国内若手に向けた勉強会や実験
状況討論に積極的に参加してもらい、研究ア
イデアや手法の交換を行う。 

 
３．研究の方法 
まず代表の長谷川、分担の菊水（分子回路基
盤担当）を中心に、全領域の支援体制を整え
た。特に共同研究先の研究者の招聘から本領
域の研究者の派遣に至るサポートを全面的
に行った。 
A01「共感性の比較認知」グループ（長谷川
班、渡辺班、亀田班）は、社会心理と神経科
学の国際プラットホーム構築を目指し、それ
ぞれロンドン大学、パリ大学，オークランド
大学、ストラスブール大学、アムステルダム
大学と連携し、基盤形成を進める。種間比較
については、これまでの近縁種間の比較研究
は必ずしも十分ではなく、他の多くの種で研
究している海外研究拠点との連携を通じて
これを強化し、系統発生研究の一層の推進を
目指す必要性があり、そのための国際共同研
究体勢を整える。この際、有用なモデル作成
が整い次第、その情報を B01「共感性の進化
モデル」と共有し、新たな遺伝子探索を開始
する。同時に、げっ歯類モデルをさらに洗練
させ、その情報を C01「共感性の分子・回路
基盤」と共有、新たな共感性モデルにおける



神経回路と分子の役割について、探究をすす
める。 
共感性の発達研究においてはその非定型発
達について理解、特に非定型発達児童の認知
的共感のみではなく、情動的共感の心的基盤
を明らかにする必要がある。この領域の権威
であるロンドン大学との連携を強化する。 
共感性のヒト特異性に関しては、政治体制や
経済体制の異なる国の一般市民を対象に、個
人間の関係性を操作するウェッブ・ベースの
実験を実施し、マクロな社会変数が個人の行
動原理の形成に果たす役割を解明する必要
がある。そのため、この領域で実績のあるア
ムステルダム大学との連携を強化する。 
次に、B01「共感性の進化モデル」グループ
（村山班、大槻班）において、社会性や共感
性の遺伝的背景を解明するためには、それに
関する行動の客観的な評価が必須である。霊
長類などの行動評定法の開発や、種間や個体
間で比較研究に実績のあるエジンバラ大学
と連携し、新たな共感性行動の普遍的評価軸
を確立し、その行動が進化系統樹の中でどの
ように推移し、共感性の進化における収斂と
放散の図式を新たに示す。 
これら特異的な行動モデルの作成は、A01班、
特に渡辺班との連携を介して、海外の拠点と
も情報を共有し、世界に通じるコアな指標と
する。さらに B01村山班では、共感性の行動
と関連する遺伝子の同定を目指し、神経伝達
物質や神経ペプチドの遺伝的多様性との比
較研究を行う。また大槻班は生態系との関連
性をモデル化して解き明かす。 
C01「共感性の分子・回路基盤」グループ（菊
水班、尾仲班、駒井班）において、げっ歯類
における情動伝染や助け行動を誘発する社
会因子は未だ発見されておらず、それを同定
することが、中枢神経系における回路と分子
の解明に必要不可欠である。そのため、この
領域で先行しているシカゴ大学との連携を
強化する。また、ヒトにおいてもげっ歯類に
おいても、共感性や親和的関係性における社
会刺激の受容に深く関わるオキシトシンの
神経採用メカニズムを明らかにすることを
目的に、皮質における情動伝染を司る社会刺
激がどのように処理されているかを、ニュー
ヨーク大学と連携して明らかにする。これら
分子や回路の機能実証の結果は A01「共感性
の比較認知」特に長谷川班・亀田班と共有し、
ヒトの神経活動領域との比較検討を行い、共
感性の哺乳類共通性やヒト特異性を神経活
動のレベルから考察する。 
 
４．研究成果 
【A01】 PI の渡航 14 回  
    若手交流 10 回 
[主な成果] 
・南米由来のげっ歯類デグーの音に対する好
みを調べた結果、南米民族音楽を好むことを
発見した。生息環境とそこで創作される音へ

の選好を、霊長類以外で初めて示した。（論
文 No.1） 
・昼行性であるデグーと夜行性であるマウス
でヘビ画像に対する嫌悪反応を調べたとこ
ろ、デグーでのみ嫌悪が見られた。（投稿準
備中） 
・向社会行動の協同繁殖起源仮説を検討する
ために、餌分配課題をカラス 7種の比較研究
を行った。協同繁殖種であるオナガが著しく
高い餌分配をすることを見出しつつあり、そ
の 一 部 を 、 国 際 動 物 行 動 学 会
（Behaviour2017）で発表した。 
・社会情報が集合知の発生をどのように規定
するのかについて、複雑系科学・心理学・生
物学・経済学の研究者が協同し、日仏両国で
大規模な集団実験を行い、数理モデルを用い
た解析の結果、ごく少量の真値が意思決定系
列に流入しさえすれば、社会情報に対する
人々の同調傾向がむしろ大きな集合知を生
み出すことが明らかになった。また、こうし
た集合知効果は、「同調的な日本人、独立的
なフランス人」という文化的なステレオタイ
プに反して日仏両国で等しく認められるこ
と、マクロレベルでは文化差よりは共通性の
ほうが遥かに大きいこと、などが明らかにな
った。（論文 No.3） 
・さまざまなイデオロギーの違いを超え、「格
差や最も恵まれない状態に、好むと好まざる
と に関わらず自然に反応してしまう共通の
神経回路」の存在を、脳イメージング(fMRI)
を含む認知神経科学実験により明らかにし
た。20 世紀の社会哲学を席巻したジョン・
ロールズの『正義論』の「いかに分けるべき
か」に関する議論が「机上の空論」ではなく、
ふつうの人々の脳に神経回路として実際に
存在することを明らかにした。イデオロギー
を超え最不遇状態に敏感に反応する神経基
盤の存在は、「分配のあり方」に関する対立
を越える科学的基礎となる。（論文 No.13） 
 
【B01】 PI クラスの渡航 1 回 
     若手の交流 2回 
[主な成果] 
・129 頭のチンパンジーの DNA を採取、バソ
プレシン遺伝子型と社会性や基質との関連
性を調べた結果、ヒトと同様に、バソプレシ
ン受容体遺伝子型が突発性攻撃や良心と関
連することが明らかになった。（業績 No.7） 
 
【C01】 PI クラスの渡航 7 回 
     若手の交流 8回 
[主な成果] 
・マウスの痛み情動伝染モデルを用いて、マ
ウスの子を通常よりも1週間早く離乳した場
合の成長後の痛み行動を測定したところ、早
期離乳マウスでは、通常どおりに母親から育
てられたマウスに比べて、痛み情動が伝わら
ないことがわかった。このことから、共感性
の起源的機能である情動伝染は、母子間の間
で育まれることが示唆された。（論文 No.22） 



・ラットの援助行動はどのようなメカニズム
で誘起されるのか、国際共同研究として、ラ
ットの援助行動を世界で最初に報告したシ
カゴ大学の Peggy Mason 博士と共同研究を実
施した。ラットでは筒内に閉じ込められたパ
ートナーを、ドアを開けてフリーにする援助
行動が観察されている。今回、閉じ込められ
たラットの不快情動が、フリーラットへと情
動伝染し、その不快情動を回避するためのド
ア開け行動の強化（負の強化学習）が成り立
つと仮説を立てた。これを検証するため、閉
じ込められたラットにストレス内分泌応答
によって分泌されるグルココルチコイドの
産生を抑制するメチラポンを投与した。メチ
ラポンが投与されたペアでは、対照群と比較
して、ドア開け行動が学習されなかった。こ
のことから、閉じ込められたラットの不快情
動がストレス内分泌応答を介して、フリーの
ラットに伝達され、このシグナルが援助行動
の引き金になっていると推察された。 
・母子間のインタラクションによって、活性
化する脳部位の同定を目指した。オキシトシ
ン受容体は、前帯状回に多く発現するものの、
性成熟に伴って発現が低下していた。また母
子間のインタラクション後の帯状回オキシ
トシン濃度を測定すると、皮膚接触時間に応
じて、オキシトシンが分泌されていることが
わかった。ニューヨーク大学の Robert 
Fromeke 博士らとの共同研究を開始、発達期
の帯状回オキシトシン神経系を遮断し、成長
後の社会性や共感性が変化するかを調べた
ところ、共感性には大きな変化がなかったも
のの、社会認知能力の低下、母性行動の低下、
社会的興味の減弱が確認された。特にマウス
の社会記憶行動として既知個体との繰り返
し再会によってその個体への匂い嗅ぎ行動
が減少するが、その際に ACC の神経活動も減
少していく。しかし、幼少期 ACC のオキシト
シン阻害によって既知個体再会時でもACCの
神経活動は減少せず、社会記憶行動も阻害さ
れていた。最後に幼少期特異的に帯状回オキ
シトシン神経系を阻害したマウスの帯状回
をマイクロダイセクション装置を用いて切
り出し mRNA を抽出、候補遺伝子を定量的 PCR
法を用いて測定した。その結果、オキシトシ
ン受容体遺伝子の発現が低下していた。この
ことから、幼少期の母子間のインタラクショ
ンは、帯状回オキシトシン神経系を発達させ、
社会性や社会記憶を促進することが示唆さ
れた。 
・イヌとヒトの情動伝染に関しては、自律神
経系応答の同期化と行動の同調を指標に、ヒ
トーイヌ間の身体同期化を調べた。心拍変動
解析では、ヒトのストレス条件下においてイ
ヌ－飼い主の心拍変動の相関係数と年齢や
飼育期間との間に有意な正の相関が見られ
たことから、飼い主が何らかの情動変化を示
す場合には情動伝染が成立する可能性が示
唆された。また、その成立のためにはイヌの
年齢や飼育期間といった諸因子が影響を及

ぼしていることが考えられた。また実験中に
イヌが飼い主を見る、という行動が情動伝染
に関わることを見出した。ストレス条件下で
のイヌの注視時間の延長はイヌの「前関心」
によるものではないかと考察している。この
視覚情報による情動伝染のメカニズム解明
に向けて、ベルリン自由大学 Linda Sheider
博士との共同研究を開始、ヒトの内分泌状態
を操作し、イヌの情動表出に対する視線利用
と、情動の推定能力を評価した。グルココル
チコイドの抑制により、Negative な情動への
反応が増加し、オキシトシン投与によって、
逆に減弱することが明らかとなり、ヒトとイ
ヌの情動伝染においても、内分泌が機能して
いることが示された。 
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